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1 はじめに

MapleV（メイプル ファイブ）はコンピュータ代数の最先端の研究を行なっているカナダのWaterloo大

学の研究成果を基にWaterloo Maple Software社が開発した会話型ソフトウェアの数式処理システムで，

数式を解析的に扱うことや数値計算の出来る高度なソフトウェアです．MapleVには約 3000種類の数学関

数が用意されており，数式処理，数値計算，グラフィックスなどの数学処理において強力な機能を提供し

ます．本稿では前半でMapleVの概要を説明します．後半では，まず基本的なMapleVの文法から説明し，

その後，簡単な計算例をいくつか挙げてMapleVの操作法を説明します．計算例は皆さんにも手軽に再現

できるように 2，3行程度のコマンドを入力するだけで結果を表示できるような計算例のみ挙げています．

2 学内でのMapleVの利用（サイトライセンスについて）

MapleV（Release 5）は情報処理センターの研究用および教育用システムで利用可能ですが，佐賀大学

ではMapleVのサイトライセンスの取得により，佐賀大学内に設置されているコンピュータで，教職員が

管理・研究および授業諸活動を支援する目的で使用しているコンピュータならば，情報処理センターが所

有するMapleVをそのコンピュータへインストールすることが許可されています1 ．また，佐賀大学の教

職員及び学生は定価よりも安い価格でMapleVを購入することができます2 ．

3 MapleV（Release 5）が動作するOS

MapleVが動作するプラットホームと OSは以下の通りです3 ．

プラットホーム OS

Intel Windows 95，NT，Linux

Macintosh Mac OS

Sun SPARC Solaris

HP9000 HP-UX

DEC Alpha OSF/1，Digital Unix

IBM RS/6000 AIX

SGI R3000 IRIX

� masanori@ms.saga-u.ac.jp
1 情報処理センターではインストールの手引と一緒にMapleV の貸し出しを行なっています．
2 価格は生協にお問い合わせ下さい．
3 詳細は http://www.cybernet.co.jp/products/maple/ を御覧下さい．
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4 MapleVの特徴

MapleVには次のような特徴があります．

● 豊富な数学関数ライブラリ

因数分解，方程式や不等式，微分，積分，微分方程式などの一般的な数学関数を始めとし，数値計算は

もちろん，各関数パッケージにより，専門的な数学の問題にも対応します．

● 柔軟性の高いプログラミング機能

MapleVのプログラミング言語4 を用いて，ユーザ独自に関数を作成することが可能です．また，その言

語は完全な手続き型のプログラミング言語で標準的な言語と類似しています．また，Mapleの言語で書か

れたプログラムをデバッグするためのツールやファイルの入出力関数も用意されています．

● 高度なグラフィックス機能

MapleVでの計算結果は，2次元，3次元のカラーグラフィックスによって視覚化することが可能です．3

次元グラフィックスについては視点の変更や，隠線処理，軸の設定などが簡単に行えます．アニメーション

機能では，時間の関数としてモデルがどのように変化するかを表示し，そのプロセスと現象をシミュレー

ションすることが可能です．また，それらのシミュレーションの再生方向の変更，再生スピードの制御も

可能です．

● コメントの書き込みやハイパーリンク機能

数式と数式の間にユーザが自由にコメントを書き込むことが可能です．そしてそのコメント文は文字の

大きさ，書体などを自由自在に変更できるのでワープロとしての機能も果たします．さらにハイパーリン

クを付加することができるので，そのリンクをクリックすると同一のワークシート内の指定された位置や

他のワークシート，あるいはヘルプのページへ瞬時に移動できます．

● 他のアプリケーションとの連携

MapleVはMATLABとのリンクが可能であったり，Maple言語を C言語や FORTRANのコードに変

換することが可能です．また，ワークシートの内容を他のファイル形式へ変換することも可能で，Release

4では Postscriptや LATEXへの変換がサポートされていましたが，Release 5では HTML形式への変換機

能が新たに追加されました．HTML形式への変換のサポートにより，数式やグラフィックスはGIFファイ

ルへ，アニメーションはGIFアニメーションへ変換されるので，MapleVのワークシート上で実行した結

果をそのままWEBブラウザで再現することが可能です．

5 MapleV のユーザインターフェース

ここでは，MapleVのユーザインターフェースの説明をします．Windows版，Macintosh版，UNIX版

でそれぞれのインターフェースはほぼ同じ5 なので例としてWindows版を使って紹介します．

MapleVは起動後に図 1のようなウィンドウが現われます．MapleVの起動はWindows版，Macintosh

版ではMapleVのアイコンをクリックして起動します．UNIX版ではシェルのコマンドラインから xmaple

と入力してください．
4 これをMaple 言語と呼ぶことにします．
5 Windows 版と UNIX 版では一部のメニューが異っています．
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図 1 MapleV を操作するためのウィンドウ

図 1において，上から，メニューバー，ツールバー，コンテキストバー，ワークシート，ステータスバーと

並んでいます．メニューバーにはWindows上で動作する一般的なアプリケーションと同様にFile，Edit，....

，Helpなどのメニューが並んでいます．Macintosh版の場合は，Macintosh上で動作する一般的なアプリ

ケーションと同様に，これらのメニューはディスプレイの一番上に配置されます．

ツールバーには，一般的に使用頻度が高い機能をボタンにして並べています．また，コンテキストバー

には，図 1では表示されていませんが，ボタンの右側に横に長い窓が現われます6 ．その横に長いウィンド

ウが現われているときに，コンテキストバーの下にあるワークシートに文字を書き込むと，横に長いウィ

ンドウの中にもワークシートで入力した文字が表示されます．

そして，ワークシートには数式やコマンドを MapleV と対話をしながら入力します．ここでは，当然

Maple言語を用いたコマンドを入力するのですが，Maple言語を使って数式の入力をしたくないという方

のために，簡単な操作で数式の入力が可能な数式エディタのGUI7 が用意されています．これは，メニュー

バーから［View］→［Palettes］→［Expression Palettes］を選択していくと図 2のような積分（
R
），

総和（
P
），極限（lim），対数（log）などの記号のボタンが集まった Expressionというパネルが表示さ

れ，入力したい記号のボタンをマウスでクリックすると，数式の雛型がワークシート上に表示され，例え

ば積分の計算をするために積分のボタンをマウスでクリックするとワークシート中には
Z ?

?

?d?

と表示され，MapleVは？部分へのユーザの入力を待っています．全ての？部分に数字や文字を入力し，そ

の後に Enterキー（Returnキー）を押すか，コンテキストバーの ！ ボタンをマウスでクリックすると，

その積分が計算され解答が次の行に出力されます．また，？部分に分数などを入力したい場合は，さらに

Expressionパネルから，入力したい記号の雛型のボタンをクリックすると，その？部分が分数などの指定

した数式の型に変化します．このようにして複雑な式を容易に作ることが可能です．

6 コンテキストバーの左端の x ボタンを押すと現われます．
7 Graphical User Interface の略．
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図 2 Expression パネル

ここで紹介したインターフェースはGUIですが，Windows版や UNIX版ではキャラクタベースのイン

ターフェースも利用可能です．シェルのコマンドラインからWindows（MS-DOS）版では cmaple.exe，

UNIX版ではmapleと入力すればキャラクタベースのMapleVが起動します8 ．キャラクタベースのMapleV

を終了させる場合は，いずれのOSの場合も quitと入力してください．勿論，キャラクタベースでMapleV

を動かした方がコンピュータにかかる負荷は小さくなりますので，グラフィックスを表示する必要がない

場合はキャラクタベースのMapleVの利用をおすすめします．

6 Maple言語の基礎

ここでは，次節で紹介するMaple言語での計算例を説明する前にMaple言語のコマンドや文法，操作な

どの基本的な説明を行います．

6.1 この解説中での表記について

� ユーザとは MapleVを操作する人を指します

� ［＞ は MapleVのワークシート中に現れるプロンプトを示します

� 下線が引いてある文字列はユーザが入力する文字列です

6.2 Maple言語のコマンド

Maple言語にはコマンドというものが存在します．本稿の解説で使われるコマンドを以下に示します．

コマンド 機能

evalf 小数点表示を用い正確な有理数を強制的に求める

factor 因数分解をする

expand 結果の検証を行なう（factorの逆の操作）

solve 方程式を解く

plot 式のプロットまたはグラフ表示を行う

8 起動しない場合は，実行ファイルへのパスが通っているかどうか確認して下さい．
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6.3 コマンドや数式などの入力時の注意

Maple言語ではコマンドや数式を書き，その計算を始める場合は，数式の最後に；（セミコロン）を付

けて Enterキー（Returnキー）を押します．するとコンピュータが計算を開始し，計算が終ればその結果

をワークシートに出力します．計算の途中で，入力ミスなどにより計算が間違っている行があればその行

を修正し，カーソルを他の行へ移動する前に，必ず Enterキーを押してください ．これは

コンピュータへ情報の更新を知らせる操作です．単に文字を書き換えただけで Enterキーを押さなければ，

コンピュータは文字を修正したことに気付いてくれません．複数行にわたって計算する場合などは特に気

を付けて下さい．間違った行を修正した後，その修正結果が影響すると思われる全ての行で Enterキーを

押し，上から順々に情報更新を行わなければ最終的に正しい結果が得られません．

また，MapleVはワークシートに入力されたアルファベットの大文字，小文字を区別しますので注意し

て下さい．

6.4 基本操作と文法（まずは簡単な計算から）

まず，MapleVを起動して，ワークシートの中に［＞（プロンプト）が表示されているとき，そのプロン

プトの右側に式を入力します．「1 + 1」という簡単な計算から始めてみましょう．コマンドラインには次の

ように下線部の文字列のみ入力してください．そして，通常は入力した式の最後に；（セミコロン）を必ず

付けてください9 ．1 + 1;と入力すると，ユーザが入力した次の行には，その計算の結果が出力されます．

1+1を計算する入力例とその出力結果� �
＞ 1+1;

2� �
　
MapleVでは，このようにして四則演算を行ないます．掛け算の演算子は *（アスタリスク），割り算の

演算子は /（スラッシュ）で表します．また，累乗の演算子は ^（ハット）で表します．そして，計算の順

序を決める括弧（ ）も使うことができます．これらの演算子や括弧を用いてもっと複雑な計算をしてみま

しょう．それでは，

210 + 3f9 � 5(33� 8=7)g

を計算してみます．入力例とその出力結果は次のとおりです．

210 + 3f9� 5(33 � 8=7)gを計算する入力例とその出力結果� �
＞ 2^10+3*(9-5*(33-8/7));

4012

7
� �
　
ここでは計算結果が分数で出力されてしまいました．なぜ計算結果を小数点を用いて出力しないのでしょ

うか？ これは分数を用いることにより正確な答えを表示するためです．小数を用いて出力するためには

evalfコマンドを使います．入力例とその出力結果は次のとおりです．

210 + 3f9� 5(33� 8=7)gの計算結果を小数点表示する入力例とその出力結果� �
＞ evalf( 2^10+3*(9-5*(33-8/7)) );

573.1428571
� �

9 ；（セミコロン）の代わりに：（コロン）を付けて，計算結果を出力させないようにすることも可能です．
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このように小数点を用いて出力されましたが，この答えは正確ではありません．正確な値に近い値を表

示したい，つまり，表示する桁数をもっと増やしたいという場合は，小数点表示の桁（digits）数を指定す

ることができます．今度は先程の答えを 30桁で表示されるように指定しましょう．入力例とその出力結果

は次のとおりです．

小数点表示の桁数を指定した入力例とその出力結果� �
＞ evalf( 2^10+3*(9-5*(33-8/7)), 30 );

573.142857142857142857142857143� �
　小数点以下は 142857が続く循環小数になっているようです10 ．そこで，evalfの書式は次のようにな

ります．

evalfの書式� �
evalf（数式，桁数） （桁数はカンマと共に省略可）

� �
　
また，小数点表示の結果を出力させるたびに evalfで桁数を指定するのは面倒だという場合は，Digits

という変数に桁数の値を代入することにより，それ以降の計算では evalfで桁数を指定する手間を省くこ

とができます．桁数を設定する場合は次のように入力してください．

Digitsを使って桁数を 30桁にする設定� �
［＞ Digits := 30;

� �
　
つまり，Digitsは次のように設定します．

Digitsを使った桁数の設定� �
Digits := 桁数

� �
　
ここで := という記号が出てきましたが，これは右辺の式を左辺に代入するという意味です．この記号を

用いて，式に名前を付けることができます．例えば，x2 + 2x+ 3という式に yという名前を付ける場合は

x2 + 2x+ 3に y という名前を付ける操作� �
［＞ y:=x^2+2*x+3;

� �
　
とします．このようにしておくと，x2 +2x+ 3が必要なときに yという名前で式を呼び出すことができ

ます．これは，入力が面倒な長い式を何度も繰り返して使用する必要がある場合に非常に便利です．

6.5 長い式の入力

計算によっては複雑な文法で，しかも一つの式がとても長くなることもあるでしょう．このような場合

は式の途中から適当な場所で自由に折り返すことができます．例えば，1+2+3+4+5+6+7+8+9+10

を入力してみましょう．この式を+6から折り返すことにします．その場合は，1+ 2+ 3+ 4+ 5まで入力

10 出力結果の一番右端の桁は 2 になる筈ですが，さらにその桁の右側の桁の数字は 8 になるので四捨五入して 3 になっています．
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した後に，単に Enterキーを押してしまうと文法の間違いのためにエラーになってしまいますので，シフ

トキーを押しながら Enter キーを押します．すると，エラーを起こさずに式を折り返すことが出来ます
11 ．長い式を折り返した様子を以下に示します．

長い式を折り返した様子� �
＞ 1+2+3+4+5

+6+7+8+9+10;

� �

6.6 直前に出力した結果の再利用

計算の過程で出力した結果を利用し，次の計算で利用したい場合があると思います．その場合は，その

結果は記号 := を使ってその結果に対して名前を付けておけば良いのですが，その他にも方法があります．

これは，計算の過程で直前に出力された結果を呼び出すときに有効な方法です．直前に出力された結果は

% という名前12 が付けられています．例えば，「1+2+3」を計算した場合は % は次のようになります．

% に入っている値の例� �
＞ 1+2+3;

6

＞ %;

6

＞ %+4;

10

＞ %;

10� �
　
このように % には直前で出力された結果が含まれています．

7 計算例

Maple言語の基本を説明したところで，簡単な計算例を挙げて説明します．ここでは，以下のような計

算の説明をします．

� 因数分解と式の展開

� 微積分（極限，微分）

� 行列の計算

� 2次元，3次元グラフィックスとそのアニメーション

以上のような例を用いて，MapleVの操作方法と数式の入力の説明を行ないます．

11 行列を入力する場合は，行と列を揃えて入力することが出来るので非常に見やすくなります．
12 MapleV Release4 では % ではなく '' （ダブルクォーテーション）を使います．
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7.1 因数分解

因数分解では factor コマンドを使います．ここでは，

x6 � x5 � 9x4 + x3 + 20x2 + 12x

を因数分解してみましょう．コマンドの使い方は次のとおりです．

factorコマンドの使い方� �
factor（多項式）

� �
　
入力例とその出力結果は次のとおりです．

多項式を因数分解する操作の入力例とその出力結果� �
＞ factor( x^6 - x^5 - 9*x^4 + x^3 + 20*x^2 + 12*x );

x(x-2)(x-3)(x+2)(x+1)2

� �
　

7.2 式の展開

式の展開には expandコマンドを使います．コマンドの使い方は次のとおりです．

expandコマンドの使い方� �
expand（展開する式）

� �
　
expandコマンドは factorの逆の操作を行います．先程の例で因数分解したときに出力した結果である

x(x� 2)(x� 3)(x+ 2)(x+ 1)2を展開してみましょう．入力例とその出力結果は次のとおりです．

式を展開する操作の入力例とその出力結果� �
＞ expand( x*(x-2)*(x-3)*(x+2)*(x+1)^2 );

x6 - x5 - 9x4 + x3 + 20x2 + 12x
� �

7.3 極限

極限を求めるには limitコマンドを使います．コマンドの使い方は次のとおりです．

limitコマンドの使い方� �
limit（関数，極限をとる座標の値）

� �
　
ここでは，x が 2 に近づくときの x

2
�4

x�2
の極限を求めます．入力例とその出力結果は次のとおりです．
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x
2
�4

x�2
の極限を求める操作の入力例とその出力結果� �

＞ limit( (x^2-4)/(x-2), x=2 );

4
� �
　
次に，tanxの極限について考えてみましょう．x が �=2に近づいたときの極限は左側から近づいた時と

右側から近づいたときの tanxの極限を考えます．ここでは limitコマンドにオプションを付けます．

左右から極限を求めるオプション� �
left，right

� �
　
入力例とその出力結果は次のとおりです．

x = �=2の左右から tanxの極限を求める操作の入力例とその出力結果� �
＞ limit( tan(x), x=Pi/2, left );

∞

＞ limit( tan(x), x=Pi/2, right );

-∞
� �
　

7.4 関数の微分

関数を微分するのは diffコマンドを使います．コマンドの使い方は次のとおりです．

diffコマンドの使い方� �
di�（関数，微分する変数）

� �
　
ここでは 5x3 + 2x2 � 3x + 8 を xについて微分します．入力例とその出力結果は次のとおりです．

関数を微分する操作の入力例とその出力結果� �
＞ diff( 5*x^3 + 2*x^2 - 3*x + 8, x );

15x2+4x-3
� �
　

7.5 行列の計算

ここでは次のような行列A，Bについての計算を行ないます．行列を計算するには evalm コマンドを使

います．

A =

0
B@

1 a b

0 1 c

0 0 1

1
CA，　 B =

0
B@

1 2 3

2 3 4

5 6 7

1
CA

まず，最初に次のように行列をA，Bそれぞれに読み込みます．入力例とその出力結果は次のとおりです．
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行列の値を変数に代入する操作の入力例とその出力結果� �
＞ A := matrix( [ [1,a,b], [0,1,c], [0,0,1] ] );

A :=

2
64

1 a b

0 1 c

0 0 1

3
75

＞ B := matrix( [ [1,2,3], [2,3,4], [5,6,7] ] );

B :=

2
64

1 2 3

2 3 4

5 6 7

3
75

� �
　
そして evalmコマンドを使って行列A，Bの和を計算します．入力例とその出力結果は次のとおりです．

行列の和を計算する操作の入力例とその出力結果� �
＞ evalm( A + B ); 2

64
2 a+2 b+3

2 4 c+4

5 6 8

3
75

� �
　
行列 Aと行列 B の行列どうしの掛け算では，演算子 &* を使います13 ．入力例とその出力結果は次の

とおりです．

行列どうしの積を計算する操作の入力例とその出力結果� �
＞ evalm( A &* B ); 2

64
1+2a+5b 2+3a+6b 3+4a+7b

2+5c 3+6c 4+7c

5 6 7

3
75

� �

7.6 2次元グラフィックス

ここでは 2次元のグラフィックスを表示します．2次曲線 y = 2x3� 3x2 � 12x+10 のグラフを表示して

みましょう．グラフを描く前にはグラフィックスパッケージである plotsパッケージを呼び出します．そ

して，MapleV で 2次元のグラフを描く場合は plotコマンドを使います．plotコマンドでは xの範囲，

つまり定義域を設定しなければなりません．そこで xの範囲を適当に �3 � x � 3とします．コマンドの

使い方は次のとおりです．

plotコマンドの使い方� �
plot（グラフを表す式，xの範囲）

� �
　
入力例とその出力結果は次のとおりです．

13 行列をスカラー倍するときに使う演算子は * でなければなりません．
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2次元グラフを描く操作の入力例とその出力結果� �
＞ with(plots);

＞ plot( 2*x^3-3*x^2-12*x+10, x=-3..3 );

� �
　
ここで出力したグラフはコピー&ペーストで画像ファイルとして保存することが可能です．

次に，螺線を表示してみましょう．螺線を描くコマンドは polarplotです．polarplotコマンドは極座

標形式でグラフを描くコマンドです．コマンドの使い方は次のとおりです．

polarplotコマンドの使い方� �
polarplot（半径，角度の範囲）

� �
　
ここで，グラフを描く前には plotsパッケージを呼び出す必要があるのですが，そのパッケージは 2次

曲線のグラフを出力するときに呼び出しているので，再度呼び出す必要はありません．また，先程の例と

同様に定義域である角度の範囲を決めなければなりません．ここでは角度の範囲を適当に 0 � � � 4�とし

ます．定義域の指定で，� の値を 3.14としても良いのですが，Maple言語では � を Piとして表すことが

できるので Piを使うことにします．また，これは螺線なので \半径=角度" として考えます．入力例とそ

の出力結果は次のとおりです．

螺線を描く操作の入力例とその出力結果� �
＞ polarplot( theta, theta=0..4*Pi );

� �
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7.7 3次元グラフィックス

ここでは先程示した螺線の 3次元バージョンを表示してみましょう．MapleVで 3次元のグラフを描く

場合は，cylinderplotコマンドを使います．cylinderplotコマンドは極座標形式で円柱グラフを描くコ

マンドです．コマンドの使い方は次のとおりです．

cylinderplotコマンドの使い方� �
cylinderplot（半径，角度の範囲，zの範囲）

� �
　
そして，角度と z の範囲をそれぞれ適当に 0 � � � 2�，�1 � z � 1とします．入力例とその出力結果

は次のとおりです．

螺線（3次元バージョン）を描く操作の入力例とその出力結果� �
＞ cylinderplot( z, theta=0..2*Pi, z=0..1 );

� �
　
そこで表示されたグラフをクリックしてみてください．コンテキストバーのところに新しいボタンが現

われたはずです．そのコンテキストバーの左端にある，#や 'の値を変更してみましょう．すると少しず

つ螺線が動いていくのがわかります．コンテキストバーには他にもいくつかボタンがあるので，適当に押

してみてください．螺線が様々な表示に変化します．

ところで，この 3次元の螺線は 2次元の螺線に比べて滑らかではではありません．そこで，もっときめ

の細かい滑らかな曲面にするためにオプションを付け加えます．

グラフの曲面を滑らかにするオプション� �
grid=[角度の解像度，z 軸の解像度]

� �
　
それぞれの解像度は数字が大きくなると滑らかに，数字が小さくなると粗いグラフになります．z 軸の

解像度に関しては，関数が z 軸の方向には何も変化しないので z 軸の解像度には小さな値を代入すること

にします．入力例とその出力結果は次のとおりです．
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滑らかな螺線（3次元バージョン）を描く操作の入力例とその出力結果� �
＞ cylinderplot( z, theta=0..2*Pi, z=0..1, grid=[100,5] );

� �

7.8 アニメーション

関数群 f(x) = ax2は各種の放物線を表します．定数 aの違いによってどう変わるかをアニメーションで

表示します．ここでは animateコマンドを使います．animateコマンドを実行する前には，やはり plots

パッケージを呼び出す必要があります．コマンドの使い方は次のとおりです．

animateコマンドの使い方� �
animate（グラフを表す式，xの範囲，aの範囲）

� �
　
入力例とその出力結果は次のとおりです．

アニメーションのを行う操作の入力例とその出力結果� �
＞ animate( a*x^2, x=-2..2, a=-5..5 );

� �
　
そこで表示されたグラフをクリックしてみてください．すると，3次元グラフィックスのときと同様にコ

ンテキストバーのところに新しいボタンが現われました．そのボタンはビデオデッキでいう「停止」，「再

生」，「巻戻し」などのボタンと同じです．再生ボタンを押すことによってアニメーションを開始します．左
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から 2番目の再生ボタンを押してみましょう．すると，aの値が変化するにつれて，上に凸だった放物線

が下に凸の放物線に変化していきます．

8 他のアプリケーションとの連携

MapleVではMaple言語で書かれたプログラムを C言語や FORTRANのソースコードへ変換したり，

ワークシート上で行った計算の結果をそのまま Plain Text形式や，LATEX形式，HTML形式に出力する

ことが可能です．ここでは，文章作成に関連する LATEXや HTMLファイルなどへの変換について説明し

ます．

ワークシートに入力した内容をこれらのファイル形式へ変換する場合は，MapleVのメニューバーから

［File］→［Export As］と辿っていくとそれぞれのファイルに変換するためのメニューが現れます．Plain

Text，Maple Text，LATEX，HTMLのそれぞれの形式に変換した場合の数式やグラフは次のようなファイ

ル形式で保存されます．

出力形式 数式 グラフ

Plain Text Maple言語形式 なし

Maple Text Maple言語形式 なし

LATEX LATEX形式 EPS形式

HTML イメージとしてGIFファイルに保存 GIF形式

Plain Text形式やMaple Text形式に変換した場合は他の変換形式と違い，グラフは保存されずMaple

言語形式で書かれたTextファイルだけが出力されます．また，Plain Text形式とMaple Text形式の二つ

は，ほぼ同じ内容に変換されます14 ．そして，LATEX形式に保存したファイルを DVI形式のファイルに

変換するためには maple2e.styという LATEXのスタイルファイルが必要です．これはMapleVがインス

トールされているフォルダの中の etcフォルダに入っています．

9 おわりに

簡単ではありますが，MapleVの紹介をしました．MapleVでは便利な機能を広い分野にわたって豊富

にとりそろえてあります．これらの便利な機能はさまざまな研究分野で多大な支援が期待できるでしょう．

学生の方には，自分の手で計算した問題の解答をMapleVを利用して検算したり，想像が困難な 3次元の

グラフィックスなどを表示させてグラフの概形を確認するような利用法を期待します．

ページ数の制限により，詳しく解説することはできませんでしたが，ここで紹介出来なかった計算例など

を筆者のホームページ15 で紹介していますのでそちらの方も御覧下さい．最後に，ここで紹介できなかっ

たMapleVライブラリ関数（標準ライブラリ以外）の一覧を示しておきます．これらは専門分野別にまと

められています．

14 あるファイルを Plain TextとMaple Textの二つの形式に変換したところ，出力された 2 つのファイルの内容は全く同じもの
でした．
15 URL は http://www.ms.saga-u.ac.jp/~masanori/maple/ です．
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表 1 MapleVで利用可能な専門分野別パッケージ

　パッケージ名 　　　　　　　　　　内容

Detools 微分方程式の解析ツール

Domains 計算のドメインを作成

GF ガロア体

Gaussint ガウス積分

LREtools 線形回帰方程式

combinat 組み合せ関数

combstruct　　　 組み合せ構造のランダム生成や操作

difforms 微分形式

finance 金融計算

genfunc 有利生成関数

geometry ユークリッド幾何学

grobner グレーブナー基底

group 置換群と有限表現群

inttrans 積分変換

liesymm Lie 対称

linalg 線形代数

logic ブール論理学

networks グラフネットワーク

numapprox 数値近似

numtheory 数論

orthopoly 直交多項式

plottools 基本的なグラフィックオブジェクトの操作　　　

powseries 形式的べき級数

process （UNIX）マルチプロセス

simplex 線形最適化

stats 統計学

student 学生用計算パッケージ

tensor テンソルの計算，および一般相対性理論
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